
前日の計画段階で、 

供給予備率の見通

しが３％未満の恐れ

がある場合 

厚生労働省からのメールによる電力逼迫警報のお知らせ内容 

 

前日１８：００ 

 「○○電力の明日の需給見通しは供給力○○、最大需要○○（△時～△時）
※１

となり、予備率は○○となり、需給状況は大変厳しくなると見込まれます。 
 ○○電力管内の需要家の皆様は、安定的な電力需給のため明日のピーク時

間
※２

においては一層の節電にご協力をお願いいたします。」 

第１報 

※１ 冬季はピークが２回あらわれることから、場合によっては朝と夕方のピークについて言及。 
※２ ピーク時間については、必要に応じ具体的な時間（例：朝８～１１時、夜１７～２０時）を示す。 
 
注１）供給予備率の見通しが終日３％以上となった時点で、 「電力需給逼迫警報」を解除 
注２）実際のコメントは、状況を踏まえて、若干修正を加えることもあり得る 

  都道府県 
各 指定都市  民生主管課 御中 
  中核市 
各 地 方 厚 生 局   御中 

 

別添 

 政府から電力需給逼迫警報（第１報）が発出されています。各都道府県等におかれまして、次の内容につい
て、貴管内の○○電力から電力供給される市区町村や社会福祉施設等へ速やかにお知らせ願います。 
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